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調査から見えるチェルノブイリ被災地の今

リューダ・チュブチクさんとの再会

リューダ・ウクラインカさん、ニクライさん
ご結婚おめでとうございます！
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チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、
現地から求められる医療支援を行います。
この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。

ブレストでの甲状腺内視鏡手術を終え、記念撮影
今回はレニングラード医科大学からの見学者もありました。詳細は次号にて報告します。
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９
月
23
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
期
間
、
第
34
回
目
と
な
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
９
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
前
半
部
で
は
主
に
ミ
ン
ス
ク

州
、
モ
ギ
リ
ョ
フ
州
で
の
現
地
調
査
を
、
そ
し
て
９
月
30
日
か
ら
10
月
５
日
ま
で
の
後
半
部
で
は
清
水
一
雄
先
生
の
他
、
日
本
医
科
大
学
の
方
々
と
合
流
し
、

主
に
ブ
レ
ス
ト
州
で
の
医
療
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ブ
レ
ス
ト
市
を
拠
点
と
し
た
甲
状
腺
が
ん
検
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
経
ち
、
支
援
の

内
容
や
ニ
ー
ズ
、
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
改
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
声
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
で
は
こ
う
し
た
声
を
踏

ま
え
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
27
年
が
経
過
し
た
現
在
の
状
況
（
被
災
者
の
健
康
状
態
や
甲
状
腺
疾
患
の
発
生
状
況
、
被
災
地
及

び
被
災
者
へ
の
対
策
な
ど
）
を
改
め
て
調
べ
る
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
前
半
部
の
現
地
調
査
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

調
査
か
ら
見
え
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
災
地
の
今

ゴ
メ
リ
に
次
ぐ
汚
染
地
域
、モ
ギ
リ
ョ
フ
州
を
訪
問

人
口
37
万
人
の
文
化
都
市
モ
ギ
リ
ョ
フ
を
は
じ
め
て
訪
問
。
赤
十
字
モ
ギ
リ
ョ
フ
支
部
に
て
州
の
概
要
や
活
動
に
関
す
る
説

明
を
受
け
た
後
、
い
く
つ
か
の
医
療
機
関
を
訪
れ
、
再
び
列
車
で
ミ
ン
ス
ク
へ
と
向
か
う

　

前
半
部
の
メ
ン
バ
ー
は
一

般
参
加
の
金
井
志
歩
さ

ん
、
城
景
子
さ
ん
、ロ
シ
ア

語
医
療
通
訳
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
山
田
英
雄
さ

ん
、
Ｃ
Ｍ
Ｎ
ス
タ
ッ
フ
の
河

上
、
川
原
、
平
川
の
計
６
名

で
し
た
。
当
初
の
予
定
で

は
ゴ
メ
リ
州
の
ホ
イ
ニ
キ
地

区（
原
発
か
ら
北
に
約
50
キ

ロ
）で
の
取
材
調
査
を
計
画

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
受

入
側
の
事
情
か
ら
急
き
ょ

ゴ
メ
リ
訪
問
が
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
、
代
替
案
と
し

て
ゴ
メ
リ
に
次
ぐ
汚
染
地
域
と
し
て
知

ら
れ
る
モ
ギ
リ
ョ
フ
州
を
訪
問
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

モ
ギ
リ
ョ
フ
州
内
の
汚
染
地
域
は
１

万
５
千
㎡
で
、１
１
０
９
の
村
に
約
18

万
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
後
遺
症

や
汚
染
地
域
の
住
民
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

は
疫
学
的
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

社
会
的
対
策
と
し
て
は
環
境
、
食
、
放

射
能
教
育
が
あ
り
ま
す
。
食
料
か
ら

の
被
曝
を
防
ぐ
た
め
に
線
量
測
定
な

ど
で
土
壌
汚
染
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
他
、
食
品
レ
ベ
ル
で
は
セ
シ
ウ
ム
１

３
７
の
場
合
、乳
製
品
で
は
基
準
値
を

１
㎏
あ
た
り
１
０
０
Bq
か
ら
10 

Bq
へ
と
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甲状腺用エコー

チャウスカヤ地区診療所

チェルノブイリ原発事故の概要を説明した資料 ベラルーシ赤十字のモギリョフ支部を訪問。右
端が支部長のニキーチン・アンドレイ氏

赤十字の担当者から説明を受ける

よ
り
厳
し
く
変
更
し
、
肉
類
や
野
菜

に
つ
い
て
も
厳
し
い
基
準
値
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
へ
の
充
実
し
た

医
療
サ
ー
ビ
ス

　

被
災
者
へ
の
対
策
と
し
て
は
主
に
最

新
の
医
療
機
器
の
導
入
、専
門
家
の
派

遣
、
被
災
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
３
つ

が
あ
り
、モ
ギ
リ
ョ
フ
州
で
は
ほ
と
ん

ど
の
住
民
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
と
い
う
話
で
す
。
子
ど
も
の
健
康

状
態
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
意
が
向
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
大
人
で
あ
っ
て

も
、
汚
染
地
域
で
働
く
た
め
に
は
一
定

の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
州
内

で
は
約
38
％
の
労
働
者
が
汚
染
地
域

で
の
労
働
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、「
い

か
に
放
射
能
を
軽
減
し
て
い
く
の
か
」

と
い
う
考
え
の
も
と
、線
量
を
考
え
る

際
に
は
自
然
放
射
線
と
医
療
放
射
線

を
考
慮
し
た
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
２
０
１
１
年
に
開
設
さ
れ

た
が
ん
患
者
治
療
の
た
め
の
放
射
線
セ

ン
タ
ー
で
は
、レ
ン
ト
ゲ
ン
の
放
射
能

を
下
げ
る
な
ど
し
て
、よ
り
付
加
的
な

放
射
線
被
曝
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
ギ
リ
ョ
フ
州
で
は
住
民
の
39
％
が

血
液
系
、消
化
器
系
、呼
吸
器
系
な
ど

の
慢
性
疾
患
を
患
っ
て
い
ま
す
。
汚
染

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
高
齢
者
が

多
く
、
発
病
率
は
高
い
で
す
が
、
子
ど

も
に
対
し
て
は
支
援
が
充
実
し
て
い
る

た
め
、
発
病
率
は
低
い
と
の
こ
と
で

す
。
高
齢
者
で
は
悪
性
腫
瘍
、特
に
甲

状
腺
が
ん
が
多
い
他
、糖
尿
病
を
は
じ

め
と
す
る
内
分
泌
疾
患
も
多
い
と
い

う
話
で
し
た
。
甲
状
腺
に
対
し
て
は

認
定
制
度
が
あ
り
、
例
え
ば
１
グ
ル
ー

プ
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
と
の
関
連

性
が
強
い
グ
ル
ー
プ
で
、
年
金
割
増
や

社
会
的
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

点
か
ら
線
へ
と
広
が
る

赤
十
字
の
移
動
検
診
チ
ー
ム

　

１
９
９
７
年
に
ブ
レ
ス
ト
州
ス
ト
ー

リ
ン
地
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
移
動
検

診
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
現
在
も
協
力
関

係
に
あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診

療
所
の
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
や
バ
ロ
ー
ジ
ャ

医
師
ら
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
ゴ

メ
リ
州
、モ
ギ
リ
ョ
フ
州
に
も
こ
の
シ
ス

テ
ム
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ゴ
メ

リ
州
で
の
移
動
検
診
は
終
了
し
ま
し

た
が
、モ
ギ
リ
ョ
フ
州
で
は
保
健
局
の

判
断
で
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

移
動
検
診
で
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

る
病
気
の
早
期
発
見
に
よ
っ
て
患
者
の

治
療
、
費
用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
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ク
リ
モ
ビ
ッ
チ
地
区
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
（
上
）
に
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
も
見
学
者
が
訪
れ
る
。

老
人
ホ
ー
ム
は
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校
を
改
装
し
て
い
る
（
中
、
下
）

クリモビッチ地区から消えた16の村の名前が刻まれた記念碑（左）
高濃度汚染地域から移住した人々へ提供された住宅（右上）と家庭菜園
（右下）

を
目
的
と
し
て
お
り
、
現
在
は
甲
状

腺
が
ん
、
乳
が
ん
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　

移
動
検
診
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
内

科
医
、
内
分
泌
科
医
、エ
コ
ー
担
当

医
、
運
転
手
で
構
成
さ
れ
、一
日
に
約

80
人
、年
間
に
１
万
人
以
上
の
検
診
を

行
い
ま
す
。
現
在
は
移
動
手
段
で
あ

る
車
両
と
医
療
機
器
の
老
朽
化
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
移
動
検
診
は

今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

赤
十
字
の
紹
介
で
訪
れ
た
チ
ャ
ウ
ス

カ
ヤ
地
区
診
療
所
で
は
、移
動
検
診
で

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
検
診
車
や
エ

コ
ー
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
担
当
医
の
話
で
は
、
甲
状
腺
エ

コ
ー
は
月
に
１
２
０
０
〜
１
８
０
０
人

に
対
し
て
行
わ
れ
、年
間
40
人
程
度
に

甲
状
腺
が
ん
が
見
つ
か
る
そ
う
で
す
。

そ
の
う
ち
40
％
が
結
節
性
病
変
で

30
％
が
び
ま
ん
性
病
変
と
の
こ
と
。
患

者
に
対
し
て
は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

ヨ
ー
ド
予
防
法
、放
射
線
恐
怖
症
に
対

す
る
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
モ
ビ
ッ
チ
地
区
訪
問

　

次
の
訪
問
地
は
ロ
シ
ア
国
境

に
近
い
ク
リ
モ
ビ
ッ
チ
地
区
。
執

行
委
員
会
の
庁
舎
に
て
汚
染
対

策
や
被
災
者
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
他
、
地
区
内
の

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム（
ス
ポ
ー
ツ
・
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
）や
老
人
ホ
ー
ム

等
を
訪
問
し
ま
し
た
。ク
リ
モ

ビ
ッ
チ
地
区
に
は
15
〜
40
キ
ュ

リ
ー
／
㎢
の
汚
染
地
域
が
あ
り

ま
す
。
１
９
９
１
〜
１
９
９
７
年

に
実
行
さ
れ
た
移
住
計
画
で
は

16
の
村
が
汚
染
の
た
め
に
地
図

上
か
ら
そ
の
姿
を
消
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
村
々
で
暮
ら
し

て
い
た
５
４
７
世
帯（
１
４
３
７
人
）は

郊
外
の
非
汚
染
地
域
や
ミ
ン
ス
ク
、ロ

シ
ア
に
移
住
し
、住
居
の
斡
旋
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
２
０
０
１
年
に
は
１
２

５
０
人
の
子
ど
も
が
学
校
を
含
め
て

避
難
を
し
ま
し
た
。一
方
、
勧
告
に
従

わ
ず
１
〜
５
キ
ュ
リ
ー
の
汚
染
地
域
で

暮
ら
す
住
民
は
今
な
お
約
２
０
０
人
い

る
と
い
う
話
で
す
。

　

同
地
区
内
で
事
故
の
後
遺
症
を
持

つ
人
は
約
５
０
０
人
で
、
そ
の
対
策
と

し
て
食
料
品
の
管
理
、
除
染
、
外
国
と

の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
国

か
ら
の
補
償
と
し
て
は
、
医
療
費
無

料
、
病
院
受
診
優
先
、
20
〜
25
％
の
年

金
割
増
、希
望
有
給
休
暇
、教
育
の
無

料
化
、
産
休
の
延
長
、
子
ど
も
に
対
す

る
補
償
、
保
養
の
無
料
化
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

食
品
や
水
の
管
理
に
つ
い
て
は
、い

か
に
放
射
線
被
曝
を
防
ぐ
か
と
い
う

点
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

業
製
品
や
農
作
物
で
は
年
に
１
５
０
０

件
程
度
の
検
査
を
行
い
、そ
の
結
果
を

公
開
し
て
い
ま
す
。
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

の
場
合
、牛
乳
な
ど
で
は
過
去
５
年
間

に
わ
た
っ
て
基
準
値
（
１
０
０
Bq
／

㎏
）を
超
え
る
値
は
検
出
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
郊
外
別
宅（
ダ
ー
チ
ャ
）で

作
ら
れ
て
い
る
農
作
物
に
つ
い
て
は
、い

ち
ご
12
％
、き
の
こ
８
％
、肉
類（
野
生

の
鹿
、
熊
）18
％
に
基
準
値
を
超
え
る

も
の
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
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モギリョフ市内にある子ども病院（左上）では小児科部長との会談（右上）の他、入院患
者の病棟（右下）や放射線検査室、超音波検査室、新生児病棟内の未熟児集中治療室
（左下）などを見学した。現在ここでは500g程度の未熟児の救命も可能とのこと

州立治療・診断センター訪問では、1991年に笹川財団が実施した検診にて千葉大学
のスタッフが同センターへ残していった穿刺吸引器具に遭遇

≪支援物資・支援金≫
　■ベラルーシ赤十字
　　検診車「雪だるま2号」維持費
　　　　　　　　　　　　＄1,500
　■ミンスク10番病院
　　医療機材等購入費 ＄1,000
　■ブレスト州立内分泌診療所
　　医療機材等購入費 ＄2,000
　■ＮＧＯO「コンフィデンス」
　　活動運営カンパ ＄900
　■福祉工房「のぞみ21」
　　工房運営カンパ ＄1,276

法
律
に
よ
っ
て
被
災
者
の

社
会
的
保
護
を
保
障

　

地
区
中
央
病
院
で
は
事
故
の
医
学

的
影
響
や
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
疾

患
、
保
養
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
地
区
内
に
は
約
５
０
０
０
人

の
被
災
者
が
い
て
、
多
い
疾
患
と
し
て

は
心
臓
血
管
系
の
疾
患
、
消
化
器
疾

患
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
被
災
者

に
対
し
て
は
凝
固
系
、
内
分
泌
系
を

含
む
全
て
の
専
門
家
が
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
事
故
当
時

子
ど
も
だ
っ
た
人
々
の
甲
状
腺
機
能

低
下
症
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ

に
対
し
て
は
ホ
ル
モ
ン
療
法
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
初
治
療
を
目
的
と
し
て
地
区
内

に
設
立
さ
れ
た
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
国

の
補
償
に
よ
り
現
在
も
保
養
を
目
的

と
し
て
存
続
さ
れ
て
お
り
、ロ
シ
ア
か

ら
も
訪
れ
る
人
が
い
ま
す
。
ベ
ラ
ル
ー

シ
で
は
被
災
者
の
社
会
的
保
護
を
定

め
た
法
律
が
あ
り
、
例
え
ば
保
養
に

関
し
て
は
、被
災
者
お
よ
び
住
民
の
毎

年
の
保
養
利
用
無
料
化（
21
〜
24
日

程
度
、子
ど
も
は
学
校
教
師
と
一
緒
に

参
加
、
事
故
に
よ
る
障
が
い
者
や
汚
染

地
域
に
住
む
人
優
先
、障
が
い
者
に
対

し
て
は
随
伴
者
へ
の
支
援
も
あ
る
）と

い
っ
た
内
容
で
す
。
な
お
こ
の
保
養
は

事
故
関
係
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な
い
甲

状
腺
悪
性
腫
瘍
の
予
防
も
兼
ね
て
お

り
、３
〜
18
歳
で
あ
れ
ば
医
師
の
診

断
に
よ
り
、
事
故
と
の
関
係
が
な
く

て
も
保
養
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の
場
合

は
、家
族
同
伴
で
保
養
に
行
く
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
身
体
障
が
い

者
は
２
年
に
一
度
保
養
の
権
利
を
持

ち
、
年
金
生
活
者
の
住
民
は
約

15
％
の
自
己
負
担
で
保
養
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
の
転
地
保
養
で
は
、

18
日
間
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
１

１
２
０
人
が
参
加
し
、
海
外
の

保
養
地
へ
出
か
け
ま
す
。
保
護

者
の
費
用
負
担
は
10
％
程
度
と

経
済
的
に
易
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

地
区
病
院
と
の
連
携
に
よ
っ
て

患
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施

　

翌
日
は
モ
ギ
リ
ョ
フ
市
内
に
あ
る
治

療
・
診
断
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
病
院
を

訪
問
し
ま
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
、

地
区
診
療
所
で
の
検
査
で
さ
ら
に
二

次
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
州

立
病
院（
治
療
・
診
断
セ
ン
タ
ー
や
子

ど
も
病
院
）で
の
検
査
や
治
療
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
再
び
地
区
病
院
へ
患

者
を
搬
送
す
る
と
い
う
流
れ
で
、地
方

と
基
幹
病
院
と
が
連
携
し
た
医
療

サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
病
院
で
は
州
内
の
汚
染
地
域
の

子
ど
も
の
う
ち
、
約
20
万
人
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
10
日
前
後
の

入
院
期
間
を
目
安
と
し
て
、こ
の
間
に
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モ
ギ
リ
ョ
フ
駅（
上
）よ
り
ミ
ン
ス
ク
へ
。
車
窓
に
は
自
然
豊
か
な
景
色
が
続
く（
下
）

マ
ラ
ジ
ェ
チ
ナ
の
地
区
中
央
病
院

地
区
内
の
医
療
機
関
の
分
布
を
示

す
地
図

よ
り
精
密
な
検
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の

後
は
地
区
病
院
で
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま

す
。
小
児
血
液
腫
瘍（
白
血
病
）が
中

心
で
、
そ
の
他
に
呼
吸
器
、
心
疾
患
、

内
分
泌
、
腎
疾
患
、感
染
症
、
神
経
内

科
、
未
熟
児
集
中
治
療
室
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
は
、
小
児
糖
尿
病
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
先
天
性
奇
形
の
頻
度

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
程
度
で
心
臓
血
管

系
、
消
化
器
系
、
中
枢
神
経
に
多
く
、

放
射
能
と
の
関
係
は
な
く
、む
し
ろ
非

汚
染
地
域
で
の
頻
度
の
方
が
高
い
こ
と

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
年
内
に
開

設
す
る
子
ど
も
病
院
の
小
児
外
科
病

棟
で
は
、
外
科
一
般
の
内
視
鏡
手
術
を

取
り
入
れ
た
い
等
の
話
を
伺
い
ま
し

た
。

リ
ュ
ー
ダ
・
チ
ュ
ブ
チ
ク
さ
ん

他
、友
人
と
の
嬉
し
い
再
会

　

モ
ギ
リ
ョ
フ
で
の
調
査
を
終
え
、ミ
ン

ス
ク
ま
で
列
車
で
移
動
し
ま
し
た
。
ミ

ン
ス
ク
で
は
ま
ず
、ミ
ン
ス
ク
市
か
ら
北

西
約
60
㎞
に
位
置
す
る
マ
ラ
ジ
ェ
チ
ナ

の
中
央
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。
中

心
部
で
あ
る
マ
ラ
ジ
ェ
チ
ナ
市
の
人
口

は
約
13
万
人
、
周
辺
地
域
に
は
各
汚

染
地
域
か
ら
避
難
、
移
住
し
て
き
た

約
４
万
人
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
成
人
の
場
合
、虚
血
性
心

疾
患
、
神
経
疾
患
が
多
く
、
子
ど
も
の

場
合
は
モ
ギ
リ
ョ
フ
と
同
じ
く
小
児
糖

尿
病
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
甲
状
腺
疾
患
は
全
体

的
に
少
な
く
、２
０
１
２
年
に
見
つ
か
っ

た
甲
状
腺
が
ん
は
18
例
で
、手
術
は
ミ

ン
ス
ク
の
病
院
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
半
部
の
最
後
に
は
、ミ
ン
ス
ク
市

内
に
て
福
祉
工
房
「
の
ぞ
み
21
」の
ナ

タ
ー
シ
ャ
さ
ん
、ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
コ
ン

フ
ィ
デ
ン
ス
」の
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
と
、

リ
ュ
ー
ダ
・
ウ
ク
ラ
イ
ン
カ
さ
ん
、
娘
の

ア
ン
ナ
ち
ゃ
ん
、そ
し
て
１
９
９
６
年
の

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
訪
問
し
た
グ
ル
シ
ュ

コ
ビ
ッ
チ
村
出
身
の
リ
ュ
ー
ダ
・
チ
ュ
ブ

チ
ク
さ
ん
と
再
会
し
、支
援
金
を
手
渡

し
た
他
、お
互
い
の
近
況
を
報
告
し
合

い
ま
し
た
。

　

次
号
で
は
後
半
部
の
ブ
レ
ス
ト
州
で

の
内
視
鏡
手
術
や
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
さ
ん

と
の
再
会
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

 

報
告
／
平
川
可
南
子（
Ｃ
Ｍ
Ｎ
理
事
）

医療通訳の山田さんとお互いの近況を報告
し合うリューダ・チュブチクさん（左）とコン
フィデンス代表のイリーナさん（中央）。イ
リーナさんからは、スイスでの保養プロジェ
クトに関するレポートを受け取った
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リ
ュ
ー
ダ
・
チ
ュ
ブ
チ
ク
さ
ん
と
の
再
会

作
文
集『
わ
た
し
た
ち
の
涙
で
雪
だ
る
ま
が
溶
け
た
』の
作
者

新訂版の作文集を手にしたリューダさん

　

今
回
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
で
は
、
懐

か
し
い
友
人
と
の
再
会
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
人
が
作

文
集『
わ
た
し
た
ち
の
涙
で
雪
だ
る

ま
が
溶
け
た
』に
収
め
ら
れ
て
い
る
一

編
の
作
文
を
書
い
た
子
ど
も
の
一
人
、

リ
ュ
ー
ダ
・
チ
ュ
ブ
チ
ク
さ
ん
で
す
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
で「
私
の
中
の
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
」と
い
う
テ
ー
マ
で
作
文
が
募

集
さ
れ
た
と
き
、
当
時
14
歳
だ
っ
た

リ
ュ
ー
ダ
さ
ん
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の

悲
し
み
と
、
美
し
い
故
郷
へ
の
想
い
を

つ
づ
り
、「
私
は
生
き
る
」と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
作
文
を
応
募
し
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
女
の
作
文
を
含
む
計
50
編
の

作
品
が
、
作
文
集『
わ
た
し
た
ち
の

涙
で
雪
だ
る
ま
が
溶
け
た
』に
収
め

ら
れ
、
95
年
の
発
刊
当
時
は
大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
翌
96
年
の
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
訪
問
し
た
リ
ュ
ー
ダ

さ
ん
の
故
郷
グ
ル
シ
ュ
コ
ビ
ッ
チ
村
に

は
、
白
樺
や
松
、カ
シ
の
木
、
草
花
や

コ
ケ
モ
モ
、
き
の
こ
に
包
ま
れ
た
森
が

あ
り
、彼
女
の
作
文
に
あ
る
と
お
り
、

と
て
も
美
し
い
場
所
で
し
た
。
そ
の

美
し
い
光
景
と
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
深
い
悲
し
み

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
参
加
者
に
大

き
な
印
象
を
与
え
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
訂
版
の
作
文
集『
子
ど

も
た
ち
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
』（
Ａ
５

版
、２
２
４
ペ
ー
ジ
、１
３
３
３
円
＋

税
）を
販
売
中
で
す
。
ご
注
文
は
Ｃ

Ｍ
Ｎ
事
務
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

祝  

リ
ュ
ー
ダ
・
ウ
ク
ラ
イ
ン
カ
さ
ん
、ニ
ク
ラ
ス
さ
ん

Happy Wedding!

　

今
年
10
月
14
日
、Ｃ
Ｍ
Ｎ
の
現
地

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
活
躍
中
の
リ
ュ
ー

ダ
・
ウ
ク
ラ
イ
ン
カ
さ
ん
が
再
婚
さ
れ

ま
し
た
。
お
相
手
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

人
の
ニ
ク
ラ
イ
さ
ん
と
い
う
方
で
す
。

リ
ュ
ー
ダ
さ
ん
は
ア
ン
ナ
ち
ゃ
ん
と
と

も
に
、
来
年
秋
ご
ろ
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

へ
の
移
住
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
時
に
会
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
は
大
変
さ
み
し
い

で
す
が
、
移
住
先
で
の
末
永
い
幸
せ

を
Ｃ
Ｍ
Ｎ
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
リ
ュ
ー
ダ
さ
ん
に
は
毎
月
一

回
、ベ
ラ
ル
ー
シ
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
11
月
よ
り
事
務
局
ブ
ロ
グ
な
ど

で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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髪
を
切
っ
て
、オ
シ
ャ
レ
に
国
際
貢
献
♪

● 

報
　
告 

●

チ
ャ
リ
テ
ィ
ヘ
ア
サ
ロ
ン
・
ス
ネ
ガ
ビ
ー
ク
２
０
１
３

9th Char i t y  Hair  Salon

２０１３年 1 0 月 1 4 日（ 月・祝）、福岡市中央区大名の大村美容
ファッション専門学校オムニス・スタジオにて、「チャリティヘアサロ
ン・スネガビーク」が無事に終了しました。オシャレに、そして気軽
に国際貢献ができるチャリティー事業として、年々知名度も上がっ
ています。今年の開催にご協力いただいた皆さま、本当にありがと
うございました！

報告／平川可南子（ＣＭＮ理事）

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
プ
ロ
の
美
容
師
さ

ん
に
１
５
０
０
円
で
髪
を
切
っ
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
収
益
金
を
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
原
発
事
故
で
被
災
さ
れ
た
人
た
ち

へ
の
支
援
に
あ
て
る
と
い
う
一
日
限
り

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
美
容
室
で
す
。
２
０

０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
回
は
「
美

容
所
開
設
届
」
を
提
出
し
、
な
ん
と

か
無
事
に
９
回
目
の
開
催
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
美
容
所

で
あ
る
た
め
今
年
は
理
容
師
さ
ん
の

参
加
が
認
め
ら
れ
ず
、
例
年
よ
り
も

予
約
の
受
付
数
が
減
り
、
広
報
不
足

も
重
な
っ
て
お
客
さ
ん
の
数
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
非
常
に

残
念
で
し
た
。

　

当
日
は
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

他
、
九
州
在
住
の
Ｃ
Ｍ
Ｎ
理
事
が
全

員
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
に
ぎ
や

か
な
雰
囲
気
で
会
場
の
準
備
や
リ

ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、
オ
ー
プ
ン
を
迎
え

ま
し
た
。
ち
ら
ほ
ら
と
お
客
さ
ん
が

見
え
ら
れ
て
、
ス
タ
ー
ト
は
と
て
も
の

ん
び
り
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
午

前
中
の
空
き
時
間
に
髪
を
切
っ
て
い

た
だ
き
、
さ
っ
ぱ
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ヘ
ア
カ
ッ
ト
以
外
で
は
支
援
コ
ー

ヒ
ー
、「
の
ぞ
み
21
」
商
品
な
ど
の
販

売
を
行
い
、
売
れ
行
き
も
良
好
で
し

た
。
ま
た
資
料
展
示
で
は
、パ
ネ
ル
以

外
に
も
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
現
地

の
映
像
の
放
映
も
行
い
ま
し
た
。
一
人

で
も
多
く
の
人
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原

発
事
故
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
興
味
を
持
っ

て
、
詳
し
く
知
る
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
予
約
サ

イ
ト
「
こ
く
ち
ー
ず
」
の
活
用
も
始

め
、
よ
り
簡
単
に
予
約
で
き
る
よ
う

改
善
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

予
約
枠
が
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
開
催
前
に
予
約

分
は
ほ
と
ん
ど
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
飛
び
入
り
参
加

の
方
と
合
わ
せ
て
4 6
名
の
ご
来
場
者
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通
常
総
会
の
ご
案
内

２０１４年度

＊福岡市営地下鉄 「中洲川端」より徒歩1分
＊西鉄バス「川端町・博多座前」より徒歩1分

  ココロンセンター TEL：092-262-8464

２
０
１
４
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
一
年
間
の
活
動

報
告
と
、
来
年
度
の
計
画
を
検
討
し
ま
す
。
正
会
員（
議
決
権
あ

り
）で
な
い
方
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時
：
２
０
１
４
年
2
月
15
日（
土
）17
時
30
分
〜

●
場
所
：
福
岡
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
研
修
室

（
福
岡
市
博
多
区
下
川
端
３
番
１
号

  

博
多
リ
バ
レ
イ
ン
・
リ
バ
レ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
10
Ｆ
）

●
内
容
：
今
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
お
よ
び
承
認

　
　
　
　

次
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
の
承
認
な
ど

★
資
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
事
前
に
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地下鉄
中州川端駅

ホテル
オークラ福岡

博多座

川
端
町
・

博
多
座
前

昭和通り

明治通り

博多リバレイン・
リバレインオフィス１０Ｆ
人権啓発センター
（ココロンセンター）

◆会場提供･･･
　 学校法人　大村文化学園

◆協力サロン・美容師の皆さん･･･
　 hair Nu-DA／ヘアヌーダ（℡：092-715-2770）
　 Matilda／マチルダ（℡：092-711-1739）
　 hair double／ヘアダブル（℡：092-731-3104）
    HOLLY"S／ホリーズ（℡：0955-79-1181）

当日はテレビ 局 の 取 材 もあ
り、夕方の番組で放送されま
した。写真はインタビューを
受 ける ヘ ア・ヌ ー ダ の オ ー
ナー、井上さん。このチャリ
ティー事業の発案者でもあり
ます。

が
あ
り
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
い
う
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
浸
透

し
つ
つ
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
例
年
の
来
場
者
数
に
比
べ
る

と
や
は
り
少
な
く
、
今
回
は
収
益
金

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
こ
と
を
伝

え
る
機
会
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
被
災

地
へ
支
援
を
届
け
る
と
い
う
目
的
が

達
成
で
き
ず
、
非
常
に
申
し
訳
な
い

気
持
ち
で
す
。
ま
た
も
っ
と
お
客
さ

ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
、
お
客
さ
ん
へ
の
対
応
は

十
分
だ
っ
た
の
か
…
等
々
、
他
に
も

色
々
と
反
省
点
が
あ
り
ま
す
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
「
よ
か
っ
た
」
と

い
う
声
が
ば
か
り
で
う
れ
し
い
限
り

で
す
。「
丁
寧
な
対
応
で
満
足
で
し

た
」
、「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
も
多

く
、
今
後
も
可
能
な
限
り
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

チャリティーなのに丁寧な対応でとっ
ても満足です、という声をよくいただき
ます。今回はＣＭＮスタッフ数名も交
代で休憩を取りながら、髪を切ってい
ただきました☆ спасиба！



３
年
生
向
け
の
国
際
理
解
学

習
の
授
業
と
し
て
、
福
岡
を
中

心
に
活
動
す
る
３
つ
の
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
地
域
や
支
援
内
容
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。
後
日

い
た
だ
い
た
感
想
文
で
は
、

「
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
良
く
理
解
で
き
た
」「
自
分

に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た

い
」と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し

た
。

エ
コ
講
座
を
聞
く
子
ど
も
た
ち

10

◆
９
月
24
日　

壱
岐
中
学
校
へ
講
師
派
遣

◆
９
月
28
日　

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル

日々の活動の様子は、HPの
「事務局スタッフブログ」
でも紹介していますます。

http://www.cher9.to/

　事務局日誌より
 主な活動報告

講
演
の
よ
う
す

◆
10
月
６
日　

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福
岡

の
ぞ
み
21
雑
貨
な
ど
を
展
示

古
賀
市
の
仮
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
エ
コ
け
ん
」主
催
の
か
え
っ

こ
バ
ザ
ー
ル
に
て
、
ポ
イ
ン
ト
を

獲
得
で
き
る
ク
イ
ズ
の
出
題
者

と
し
て
団
体
紹
介
ブ
ー
ス
を
出

展
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、エ
コ
講
座
な

ど
会
場
内
で
は
色
々
な
企
画

が
行
わ
れ
、
終
始
お
子
さ
ん

た
ち
が
元
気
に
動
い
て
い
ま
し

た
。

福
岡
市
役
所
前
で
開
催
さ
れ

た
「
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ス
タ
福

岡
」に
今
回
も
参
加
し
ま
し

た
。
人
権
問
題
に
取
り
組
む

団
体
や
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な

ど
数
十
団
体
が
一
堂
に
会
し

て
活
動
紹
介
ブ
ー
ス
を
出
展

し
た
他
、
フ
リ
マ
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
子
ど
も
向
け
の
企

画
も
あ
り
、と
て
も
賑
や
か
で

し
た
。

福
岡
を
中
心
に
活
動
す
る
国

際
交
流
、
協
力
団
体
が
集
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｎ
で

は
ブ
ー
ス
出
展
以
外
に
、ロ
シ

ア
語
医
療
通
訳
の
山
田
英
雄

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
活
動

報
告
会
、マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
絵

付
け
体
験
を
実
施
し
、
た
く
さ

ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
団
体
と
事
務
局

＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
お

疲
れ
様
で
し
た
！

◆
11
月
９
日
、
10
日　

地
球
市
民
ど
ん
た
く

帰
国
報
告
会

出
展
ブ
ー
ス
に
て

コーヒー・紅茶キャンペーンのご案内
～安全でおいしいコーヒー・紅茶を飲むことで、チェルノブイリ被災者を支えることができます～

おいしいコーヒー、紅茶を飲んで、気軽にチェルノブイリ支援に参加しませんか？
期間中、商品（コーヒー・紅茶、のぞみ21雑貨、書籍など）を合計5千円以上ご注文いただいた先着15名の方に
ベラルーシのお菓子セットをプレゼントします！

期間 2013年 １２月１日（日） ～ １２月２１日（土）まで

ご注文はTEL/FAX、メール等でお気軽に事務局まで。
お買上げ総額5000円以上で送料無料となります。

マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
絵
付
け
会



会員さん
紹介コーナー

Vol.20

私も応援しています！

本日の会員さん

11

牧　洋子さん
＜福岡県福津市＞

このコーナーでは、チェル
ノブイリをともにお支えい
ただいている会員の皆さ
まより、活動への思いや現
地へのメッセージをお聞か
せいただきます。

取材／三島

原
発
の
恐
ろ
し
さ
や
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
、
ま
だ
知
ら
な
い
人
へ
伝
え
た
い
。

　

何
年
前
だ
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
の

で
す
が
、あ
る
新
聞
で「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

支
援
を
し
て
い
る
寺
嶋
悠
さ
ん
」と
い
う

記
事
を
読
み
ま
し
た
。
彼
女
の
出
身
地
が

私
と
同
じ
で
、こ
ん
な
田
舎
に
そ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ

で
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
地

区
の
方
に
尋
ね
る
と
、「
多
分
あ
の
寺
嶋
さ

ん
か
な
」と
い
う
く
ら
い
で
、は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
い
つ
か
は
お

話
し
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、私
自
身
は
と
て
も
恥
ず
か
し

い
こ
と
に
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
つ
い
て
は
遠

い
国
の
こ
と
と
関
心
が
薄
く
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ

産
の
小
麦
を
敬
遠
す
る
程
度
で
し
た
。
本

気
で
関
心
を
持
っ
た
の
は
や
は
り
３
・
11

以
後
の
こ
と
で
す
。「
原
発
は
危
な
い
け

ど
ね
」と
言
っ
て
い
た
も
の
の
、原
子
力
発

電
の
恐
ろ
し
さ
を
初
め
て
ほ
ん
と
に
知
っ

た
の
も
３
・
11
以
後
で
す
。
貪
る
よ
う
に

本
を
読
み
、小
出
裕
章
さ
ん
、広
瀬
隆
さ

ん
、菊
地
洋
一
さ
ん
、藤
田
祐
幸
さ
ん
、糸

島
の
甘
蔗
さ
ん
、仲
秋
さ
ん
…
等
々
の
お

話
を
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、某
新

聞
連
載「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
罠
」で
大
変
感

銘
を
受
け
た
木
村
真
三
さ
ん
の
お
話
が
聞

け
た
な
ん
て
思
い
も
し
な
い
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
思
っ
た
の
は
、私
は
知
ら
さ
れ
て
な

か
っ
た
の
で
は
な
く
、知
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
多
く
の

方
々
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
お
ら
れ
た
の
で

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
私
の
よ
う
に
気
づ
い

て
い
な
か
っ
た
人
た
ち
に
、原
発
の
危
険
を

知
ら
せ
、共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
思
い
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

11
日
に
署
名
用
紙
を
持
っ
て
駅
前
に

立
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は「
原

発
賛
成
」「
原
発
は
仕
方
な
い
」か
ら「
原

発
っ
て
何
？
」「
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
し

て
原
発
を
な
く
し
て
い
く
の
？
」と
質
問

さ
れ
た
り
し
て
、勉
強
し
て
自
分
の
考
え

を
し
っ
か
り
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
痛
感

し
ま
し
た
。
そ
の
時
、こ
ん
な
近
く
で
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
お
力
を
借
り
な
い
手
は
な
い
と
、

講
演
を
お
願
い
し
、快
く
引
き
受
け
て
い

た
だ
い
て
勉
強
会
を
持
ち
ま
し
た
。
福
岡

市
ま
で
１
時
間
で
行
け
る
地
域
で
は
あ
り

ま
す
が
、昼
間
に
地
域
で
と
い
う
こ
と
で
、

気
楽
に
沢
山
の
方
が
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、せ
っ
か
く
の
集
ま

り
を
継
続
発
展
さ
せ
た
い
と
、そ
の
後
２

０
１
２
年
２
月
、定
期
的
な
勉
強
会
を
始

め
、関
東
か
ら
避
難
、移
住
さ
れ
た
若
い
マ

マ
も
加
え
10
数
名
の
参
加
で
現
在
20
回
以

上
を
重
ね
て
い
ま
す
。
原
発
や
核
廃
棄
物

を
な
く
す
運
動
は
長
丁
場
な
の
で
、読
書

と
情
報
交
換
だ
け
で
は
な
く
、映
画

『
シ
ェ
ー
ナ
ウ
の
想
い
』鑑
賞
、風
力
や
バ
イ

オ
発
電
施
設
見
学
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
講

演
会
な
ど
も
行
な
っ
て
楽
し
く
や
っ
て
い
ま

す
。こ
の
運
動
は
、今
の
私
た
ち
が
こ
の
世

を
去
っ
て
も
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
す
。
小
さ
い
な
が
ら
も
津
々
浦
々
で

活
動
が
行
な
わ
れ
、自
分
で
考
え
る
国
民

が
育
つ
こ
と
こ
そ
が
大
事
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
、原
発
の
危
険
性
が
ど
ん
ど
ん
明
ら

か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
反
し

て
都
合
の
悪
い
こ
と
を
隠
し
、明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
許
さ
ず
、明
ら
か
に
す
る
人

を
罰
し
よ
う
と
す
る
政
府
。
フ
ク
シ
マ
は

収
束
し
た
、フ
ク
シ
マ
か
ら
学
ん
だ
か
ら
大

丈
夫
と
ば
か
り
に
海
外
に
原
発
を
売
り

込
も
う
と
す
る
政
府
。
あ
い
た
口
が
ふ
さ

が
り
ま
せ
ん
。
原
発
を
認
め
て
し
ま
っ
た

私
た
ち
大
人
世
代
は
、一
刻
も
早
く
原
発

稼
働
を
止
め
、更
な
る
核
廃
棄
物
を
生
み

出
さ
な
い
と
い
う
義
務
を
果
た
す
た
め
、

気
長
く
、一
歩
一
歩
や
っ
て
い
こ
う
と
、私
た

ち
の
勉
強
会
は
続
い
て
い
ま
す
。（
談
）

む
さ
ぼ
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０
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１
０
１
，０
０
０
円

12

検索チェルノブイリ　医療支援

今
号
で
は
秋
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
・
前
半
部
に
つ
い
て
特
集
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
は
ミ
ン
ス
ク
、モ
ギ
リ
ョ
フ
、ブ
レ
ス
ト
の
３
つ
の
州
を
訪
問
。移
動
手
段
は
列
車
の
他
に
、会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
カ
ン
パ
に
よ
っ
て

ベ
ラ
ル
ー
シ
赤
十
字
へ
届
け
ら
れ
た「
雪
だ
る
ま
２
号
」も
利
用
し
ま
し
た
。Ｃ
Ｍ
Ｎ
以
外
に
も
、チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
を
し
て
い
る
他
の
団
体
さ
ん
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
の
移
動
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
た
り
、ド
ク
タ
ー
や
患
者
さ

ん
を
乗
せ
た
り
な
ど
、「
雪
だ
る
ま（
現
在
は
２
）号
」は
移
動
検
診
車
と
し
て
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
大
地
を
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。本
頁
最
下
段
に
あ
る
会
員
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
最
後
に「
雪
だ
る
ま
号
」に
関
す
る
ご
質
問
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、こ
の
場
を
借
り
て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。次
号
で
の
後
半
部
の
報
告
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！（
み
）

編集
後記

　

縣
ひ
と
み　
浅
倉
カ
ヨ
子　
浅
原
望
樹　
石
橋
啓
子　
伊
藤
和
夫　
歌
野

秀
子　
江
藤
俊
一　
榎
本
み
つ
枝　
太
田
千
賀
子　
岡
野
祐
子　
沖
佐
和

子　

片
山
美
奈
子　

㈱
モ
ノ
ダ
ス
サ
ン
コ
ー　

辛
島
恵
里　

仮
屋
園
幾

代・今
日
花・昴
介・椛　
川
原
重
信　
貴
田
典
子　
木
下
る
み　
古
賀
尚

子　
小
鳥
居
雅
子　
小
山
博
子　
サ
ト
ウ
矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　
里
見

照
子　
澤
野
重
男　
渋
谷
け
い
子　
少
年
少
女
み
な
み　
関
根
敏
子　
高

橋
武
三　
田
中
裕
一　
田
中
啓　
つ
み
き
や　
中
村
順
子　
中
村
陽
子　

野
口
弘
子　
野
中
孝
子　
野
原
初
五
郎　
久
保
山
菜
摘　
深
堀
ミ
チ
子　

桝
田
千
絵　
三
木
悦
子　
村
上
和
代　
め
ぐ
み
保
育
園　
森
美
津
子　
山

浦
真
弓　
山
路
ま
り
子　
山
本
潤
子　
過
足
智
子　
吉
村
淳
子

　[

都
道
府
県
別]

【
北
海
道
】　
２
名　
【
福
島
県
】　
１
名　
【
東
京
都
】８
名　

【
神
奈
川
県
】２
名　
【
千
葉
県
】　
１
名　
【
埼
玉
県
】１
名　

【
山
梨
県
】　
１
名　
【
静
岡
県
】　
２
名　
【
愛
知
県
】３
名　

【
三
重
県
】　
１
名　
【
富
山
県
】　
１
名　
【
兵
庫
県
】２
名　

【
島
根
県
】　
６
名　
【
広
島
県
】　
８
名　
【
山
口
県
】11
名　

【
愛
媛
県
】　
１
名　
【
福
岡
県
】　
60
名　
【
佐
賀
県
】４
名　

【
長
崎
県
】　
７
名　
【
熊
本
県
】　
17
名　
【
大
分
県
】８
名　

【
宮
崎
県
】　
２
名　
【
鹿
児
島
県
】４
名

計
１
５
３
名（
匿
名
含
む
）

●
マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん

相
羽
美
香
子　
石
本
祥
二
郎　
礒
道
綾
子　
一
瀬
和
美　
伊
藤
利
恵　
稲
田

照
子　
井
上
礼
子　
岩
口
香
織　
上
田
英
子　
植
田
清
子　
内
野
千
鶴
子

　
有
働
聡
美　
江
原
健
一　
延
壽
富
美　
大
麻
卓
子　
大
久
保
仲
子　
大
久

保
弘
子　
大
崎
知
恵　
太
田
昌
子　
大
場
満　
落
石
久
子　
片
山
富
美
子

　
金
山
涼
子　
紙
森
優
子　
河
上
雅
夫　
川
崎
君
子　
川
﨑
清
美　
川
尻

愛
子　
木
村
雅
子　
倉
掛
大
輔　
古
賀
輝
洋　
後
藤
宇
企
子　
財
津
悠
子

　
斉
藤
美
代
子　
阪
口
香
奈
子　
坂
口
馨
子　
櫻
井
美
喜
子　
佐
竹
早
苗

　
佐
藤
一
江　
佐
藤
進
一　
佐
藤
照
子　
白
浜
千
恵
子　
首
藤
展
子　
高
山

知
佐
子　
竹
田
恵
子　
武
田
孝
子　
田
中
京
子　
珍
部
千
鳥　
土
持
秀
男・

由
利
子・朱
加　
綱
脇
牧
子　
坪
川
裕
子　
富
永
隆
史　
鳥
井
原
桐
子　
鳥

原
良
子　
永
江
之
子　
永
尾
ゆ
か
り　
中
島
幸
代　
中
島
ま
ゆ
み　
永
野
沙

智
子　
中
村
洋
子　
楢
崎
悦
子　
西
井
え
り
な　
西
首
延
子　
丹
羽
道
代

　
納
富
育
代　
廣
松
初
美　
深
川
哲
臣　
福
井
初
子　
福
本
勍
子　
藤
田

優
子　
藤
本
孝
子　
渕
田
三
輝　
古
川
恵
子　
松
尾
智
恵
子　
松
木
幸
美

　
松
永
庸
子　
丸
山
さ
よ
り　
水
本
敬
子　
三
野
桂
子　
村
田
聡
子　
村

西
美
由
紀　
村
松
知
子　
室
屋
芳
乃　
山
下
澄
子　
山
中
陽
子　
山
本
亮

輔　
吉
田
美
抄
子　
吉
丸
隆
子　
渡
邊
真
志
子

計
１
２
２
名（
匿
名
含
む
）

●
地
道
な
活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。い
つ

も
少
額
で
す
み
ま
せ
ん
。●
暑
い
の
に
、ご
苦
労
様
で
す
。●
ノ
ン
カ

フ
ェ
イ
ン
コ
ー
ヒ
ー
、う
れ
し
い
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
好
き
姉
さ
ん
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！
●
い
つ
の
日
か
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
行
っ

て
、こ
の
目
で
見
た
い
。●
原
発
廃
止
に
向
け
て
益
々
重
い
活
動
。

●
皆
様
の
活
動
が
今
後
の
日
本
の
子
供
達
に
必
ず
役
に
立
つ
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。●
い
つ
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
を
送
っ
て

下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、お
役
に

立
て
ま
す
よ
う
に
…
。●
い
つ
も
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
心
配
で
す
。●

残
暑
御
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半
が
過

ぎ
て
、少
し
ず
つ
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
気
が
し
て
い
ま
す
。つ
ら
い

こ
と
は
分
け
合
い
ま
し
ょ
う
！
●
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
被
曝
が
心
配
で
す
。す

で
に
甲
状
腺
異
常
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

福
島
県
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
山
下
氏
や
学
会
の
動
向
を
見
て
い
る
と
、

福
島
の
子
ど
も
た
ち
や
親
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
健
康
被
害
対
策
を

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
せ
ん
。チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
の
経

験
を
も
っ
と
福
島
へ
、と
願
い
ま
す
。●
事
故
処
理
の
進
ま
な
い
中

で
の
き
び
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
に
少
し
で
も
お
役
に

立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
福
島
原
発
事
故
に
か
く
れ
て
薄
れ
て
い
ま

す
が
、共
に
手
を
組
み
、良
い
方
向
へ
向
か
う
よ
う
に
…
。●
今
回

は「
雪
だ
る
ま
３
号
」に
カ
ン
パ
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で「
雪
だ
る

ま
」っ
て
、ど
ん
な
こ
と
を
す
る
ん
で
し
た
っ
け
…
？

（
２
０
１
３
年
８
月
１
日
〜
10
月
31
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ
っ
た
方
、な
ら
び
に「
の
ぞ
み
21
」雑
貨
、支
援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
等
の
購
入
を
通
じ
て
活

動
を
支
援
し
て
下
さ
っ
た
方
で
す
。通
信
に
お
名
前
を
紹
介
す
る
こ
と
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

★
株
式
会
社
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス
様
よ
り
、１
０
０
万
円
の
運
営
支
援
カ
ン
パ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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